
全能の神よ、聖なる福音をふさわしく告げるため、わたしの心と口を清めてください。 

福音のことばによって、わたしたちが罪から清められますように。 

主日の福音 2025/4/20(No.1352) 

復活の主日（日中） (ヨハネ 20:1-9) 

聖書の言葉は復活したイエスにすべての人の心を開く 

 

あらためて主の復活おめでとうございます。この復活の主日（日中）

で朗読された箇所の結びは、中田神父にとって非常に印象的です。「イ

エスは必ず死者の中から復活されることになっているという聖書の言葉

を、二人はまだ理解していなかったのである。」（20・9）  

復活徹夜祭で、「イエスの言葉だけが人々を納得させる力を持って

います」と話したのですが、今日の復活の主日（日中）の先ほどの箇所

を前もって読まずに準備したとはとても思えない、神の深い配慮を感じ

ます。個人的には、これこそ「言うべきことは、聖霊がそのときに教え

てくださる」（ルカ 12・12）これだと感じました。  

復活徹夜祭で考えたことが、日中のミサでさらに深まりました。イ

エスと生活を共にした人々にとって、「イエスの言葉だけが人々を納得

させる力を持っている」というのは理解できます。しかし、時間の経過

と共に、イエスと生活を共にした人、イエスがおられた同時代の人々は

いなくなります。その疑問に、日中のミサの朗読が答えてくれました。  

「イエスは必ず死者の中から復活されることになっているという聖

書の言葉を、二人はまだ理解していなかった」。聖書の言葉がはっきり

と理解できたとき、イエスと生活を共にした人でなくても、イエスの復

活を信じることができるということです。  

実は今年の聖週間に、一人の方が病床で洗礼をお受けになり、洗礼

台帳の 2824 番として記録されました。病床でどのようにしてカトリッ

クの信仰と出会い、イエスを信じ、洗礼を受けることになったのでしょ

うか。この説教を準備する時点でまだ洗礼式を終えてませんでしたので、

おおよそこのようなことだろうという内容をまとめてみます。  

洗礼を受けた方には配偶者がおられます。すると配偶者を通してカ

トリックの信仰に触れたことはすぐに分かります。しかし、配偶者がカ

トリックで自分はカトリックでないという方はいくらでもいらっしゃる

でしょう。そのすべてが配偶者を通じて洗礼を受けるわけでもないです

から、何かを理解したから洗礼を受けたのだと考えられます。  

それは、やはり聖書の言葉だと思います。配偶者のどこかに聖書の

言葉が刻まれていて、その聖書の言葉が照らし導いたのではないでしょ

うか。イエスと生活を共にしていなくても、イエスと同時代の人でなく

ても、聖書の言葉は「イエスは必ず死者の中から復活されることになっ

ている」ことを理解させ、ある人を洗礼の恵みへと導いていくのです。  

最後に、徹夜祭では「復活賛歌」を歌い上げました。本日、日中の

ミサでは「復活の続唱」が歌われました。復活の続唱はこれから一週間

続きます。聖書の言葉を信じるなら、時代を超えて人は復活の主に出会

い、その中には洗礼の恵みにあずかる人も現れる。そのことを信じて、

これからも復活の主を世に向かって告げ知らせることにしましょう。  
 

神のいつくしみの主日 (ヨハネ 20:19-31) 




